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令
和
８
年
　
土
庄
町
議
会

９
月
定
例
会
議
案

審
議

　
９
月
定
例
会
は
９
月
10
日
に
開
会
し
、
９
月
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
２

件
、
条
例
11
件
、
契
約
２
件
、
人
事
案
件
４
件
が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
付
託
に
よ
る
審

査
を
経
て
、す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、議
員
発
議
３
件
が
提
出
さ
れ
、

２
件
可
決
、
１
件
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
付
託
の
上
、
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

施設整備事業に係る
　補正予算などを可決

2,036
万円

令和８年度一般会計補正予算（第３号）
７３２２万７千円の増額

総額　102億7679万4千円

〜
主
な
補
正
予
算
の
内
容
〜

【台風被害復旧費】
台風により被害を受けた町道・河川・漁港施設等の修繕に係る費用

2,948
万円

90
万円

体育施設の照明設備などの修繕を行
う費用（戸形・大部体育館）

大坂城残石記念公園の駐車場整備
を行う費用

土砂崩れ渕崎滝宮線 河川の越水(渕崎 大開川)

見目漁港にゴミの漂流 強風で屋根が崩壊(吉ケ浦いこいの家)
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付
託
審
査
で
の
主
な
質
疑

王
子
前
埋
立
ポ
ン
プ
場
操
作

盤
の
更
新
工
事

《
福
本
耕
太
》
ポ
ン
プ
が
故

障
し
た
原
因
は
。

《
建
設
課
》
道
路
よ
り
低
い

位
置
に
ポ
ン
プ
場
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、台
風
６
号
の
際
、

停
電
の
発
生
に
よ
り
ポ
ン
プ

が
運
転
で
き
ず
、
集
水
さ
れ

た
排
水
に
よ
り
ポ
ン
プ
操
作

盤
が
浸
水
す
る
被
害
を
受
け

た
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
通
路
整

備
工
事

《
森
》
排
水
整
備
が
必
要
な

場
所
は
ど
の
あ
た
り
か
。

《
商
工
観
光
課
》
駐
車
場
か

ら
海
辺
へ
行
く
ま
で
の
通
路

部
分
。

中
高
連
携
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
推
進
事
業

《
岡
本
》
先
進
地
視
察
の
行

先
は
。

《
教
育
総
務
課
》
候
補
は
山

陰
、
愛
媛
な
ど
を
考
え
て
い

る
。

行
旅
死
亡
人
取
扱
費

《
鈴
木
》
行
旅
死
亡
人
の
件

数
と
１
件
当
た
り
の
費
用

は
。

《
健
康
福
祉
課
》
令
和
元
年

以
降
、
身
元
引
受
人
不
在
者

が
９
件
、
行
旅
死
亡
人
が
０

件
で
、
１
件
当
た
り
の
費
用

は
、
13
〜
14
万
円
程
度
で
あ

る
。

大
坂
城
残
石
記
念
公
園
維
持

管
理
費

《
岡
本
》
費
用
対
効
果
は
。

《
生
涯
学
習
課
》
今
回
の
駐

車
場
整
備
は
、
長
年
の
課
題

の
解
消
に
留
ま
ら
ず
、
残
石

記
念
公
園
を
『
北
部
地
域
の

活
性
化
と
賑
わ
い
づ
く
り
の

拠
点
』
と
す
る
た
め
に
重
要

で
あ
る
。
有
利
な
財
源
の
活

用
で
負
担
を
抑
え
つ
つ
、
将

来
の
魅
力
あ
る
拠
点
づ
く
り

と
い
う
長
期
的
な
メ
リ
ッ
ト

を
生
み
出
す
。

可決発議2
【提出理由】加齢性難聴は生活の質の低下や認知症のリスクを高めるが、日本の補聴器使用率は欧米より低く、
高額な購入費が全額自費となるケースが約９割を占めている。高齢者の健康寿命延伸のため、国による公的助
成制度の創設を求める。

◎提出者：福本耕太　〇賛成者：大野一行、鈴木美香、石井亨

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度創設を求める意見書

否決発議3
【提出理由】唯一の戦争被爆国である日本は「非核三原則」を国是として堅持し、土庄町も非核平和都市宣
言により恒久平和を訴えてきた。これまで核が使われなかった背景には、一貫した外交努力や被爆者らの真摯
な訴えがある。国際情勢の緊張が高まる今、日本は核保有国と非保有国などの橋渡し役となり、現実的な核
軍縮を前進させる責任がある。国に対し、今後も三原則を堅持し、核なき世界の実現へ外交努力を尽くすよう
強く要望する。

◎提出者：福本耕太　〇賛成者：大野一行、鈴木美香、石井亨

非核三原則の堅持を求める意見書

大雨のあとの水たまり状況

【
討
論
】

反
対
　
井
藤
議
員

　広
島
、
長
崎
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
。
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
気
持
ち
に

つ
い
て
は
、
私
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　し
か
し
、
外
交
、
安
全
保
障
は
国
の
専
権
事
項

で
あ
り
、
非
核
三
原
則
や
安
全
保
障
政
策
は
、
国

が
国
際
情
勢
や
日
米
同
盟
な
ど
総
合
的
に
踏
ま

え
、
責
任
を
持
っ
て
判
断
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、

地
方
議
会
が
外
交
方
針
に
つ
い
て
意
見
を
提
出
す

る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

賛
成
　
鈴
木
議
員

　国
の
専
権
事
項
と
い
う
よ
り
も
国
民
一
人
一
人

が
こ
の
件
に
関
し
て
深
刻
に
と
ら
え
て
考
え
る
べ

き
あ
る
。

反
対
　
宮
原
議
員

　町
は
す
で
に
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て
お

り
、
平
和
を
願
い
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
す

意
思
は
す
で
に
明
白
に
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
、

国
の
外
交
安
全
保
障
政
策
に
踏
み
込
む
意
見
書
を

提
出
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
。

賛
成
　
福
本
耕
太
議
員

　地
方
議
会
が
意
見
を
言
う
こ
と
は
慎
重
で
あ
る

べ
き
だ
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
地
方
議
会
こ
そ

が
非
核
三
原
則
厳
守
を
非
核
平
和
都
市
宣
言
に
基

づ
い
て
声
を
上
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
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8月26日開催

活動報告
総務建設常任委員会

【 商工観光課 】
小豆島まつり

　８月２日に第４４回小豆島まつりを
開催し、約４千人の来場があった。
まつりを通して関係・交流人口の増
加、宿泊者の増加など地域の経済
効果に繋がっている。

【 企画財政課 】
公共交通事業継続支援金
近年の物価高騰や燃料価格高
騰の影響により、様々な航路で影
響が出ている。海上交通及び輸送
手段の安定性を確保・維持するた
め、航路事業者を支援する。
物価高騰対応重点支援地方創
生臨時交付金を活用し、町内の港
に発着する一般旅客定期航路事業
者（５航路５事業者）を対象として、
船舶の種別に応じて支援する。

【濵野】近年の猛暑で準備な
ど大変になっていると思う。
開催時期や時間帯を検討して
みてはどうか。

【 建設課 】
沖之島離島架橋事業

問

答

【大野】普通車両同士は行き
来が可能か。
路幅員が５ｍあるので可能

である。

【 農林水産課 】
台風６号被害

答

６月初旬に接近した台風の影響
により、農道の路肩崩壊や舗装の
損壊、農業用水路への大量の土砂
流入、漁港への大量のゴミ漂着な
どの事案が発生した。これら施設
等の修繕に必要な経費については、
補正予算で対応する。

【 建設課 】
行者原住宅建替事業
赤穂屋墓地の南側にある既存住
宅の解体４棟、造成工事及び道路
整備工事を予定している。
既存住宅解体工事は、４月中旬

から着手し、７月末をもって完了。
造成・道路整備工事は、既存住
宅の解体工事が完了した敷地のＣ
棟を建築するエリアを着手する予
定。

【福本耕太】国からの事前対策
予算等は、あるのか。
事前予算はない。あらかじ

め危険が発生するような場所
は、職員で水路掃除を行うな
どの対策をとっている。

問

【 総務課 】
洪水ハザードマップ作成

答

これまでに国と県が公表した河川
洪水による浸水想定区域図に加え、
新たに県が公表した土庄町内を流
域とした小規模河川における浸水
想定区域図等に基づき、大雨等を
起因とした場合の外水による浸水
予測及び浸水範囲を示す「ハザー
ドマップ」を作成し、避難方法等に
係る情報や危険箇所の周知、災害
知識、防災意識の啓発を住民に広
く提供し、被害を最小限にとどめる。

【森】配布する地域は。

町内７水系が対象河川とな
り、対象地区のみ配布する。

問

生活に欠かせない瀬戸内航路来場者で賑わう小豆島まつり

【福本耕太】支援は必要だと思
う。ただ国費を使用するので
あれば業者にも公的責任の観
点から、出来るだけ値上げを
行なわないように働きかけて
ほしい。

意
完成が近づく沖之島橋
（沖之島側より）

道を塞ぐ倒木（長浜地区）

意

道路上部工の完成後、交通安全
施設として転落防護柵及び照明施
設を設置する。小江側から、柵タイ
プの高欄を143メートル施工する計
画。照明施設は、夜間における漁
船の航行への影響を考慮し、低い
位置に設置可能な高欄埋め込み式
照明を設置する。
また、橋の名称について島民と協
議し、四海地区沖之島架橋推進協
議会の承認を得て、「沖之島橋（お
きのしまはし）」と決定した。

とのしょうとのしょう議会だより議会だより
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【 健康福祉課 】
介護保険における現状、
課題及び見直しの方向性

問

答

85歳以上高齢者人口の増加によ
る事業費の増、介護人材の不足と
いった現状から、大きく２つの課題
に直面している。
①将来にわたり真に必要な方へ
サービスが届く持続可能な仕組み
づくり。
②公平なサービス利用と保険料負
担による適正な財政運営。
これら課題の解決に向け、町は
介護予防、地域づくり、自立支援
を軸とした見直しを行う。具体的に
は、自立支援に向けた介護予防ケ
アマネジメントの実施や、地域包括
支援センターの機能強化、介護予
防・日常生活支援総合事業の見直
しを進める。国の「地域づくり加速
化事業」を活用して専門家等の助
言を受けながら検討を進めており、
今年度は地域づくりの一環として
「いきいき100歳体操」の普及に努
めている。

【鈴木】介護人材が不足して
いる。処遇改善の対応は。
処遇改善加算による賃上げ

を行っている。更なる引き上
げに向けて、引き続き、国・
県へ要望していく。

【 生涯学習課 】
大坂城残石記念公園
駐車場整備

　イベント時の駐車場不足解消と利
用者の利便性・安全性確保のため、
新たな駐車場を整備する。敷地造
成やアスファルト舗装、防護柵設置
のほか、隣接農地の機能を維持す
る排水路の整備などを行う。
　整備については、県や警察等の
関係機関と協議を重ね、適切な対
策を行い、９月から設計・発注準備
を進め、１１月に着工、令和９年３月
末の工事完了と供用開始を目指す。

【 教育総務課 】
こどもさくら公園
コンテナトイレ整備

問

答

公園南側に災害時にも使えるコ
ンテナトイレを整備する。離島広域
活性化交付金を利用し、プロポー
ザル公募を実施。能登半島地震被
災地での実績を持つ業者が落札し
た。仕様は 4t トラックで移動可能
な自己処理内部循環式で、1 日
500 回以上処理可能。多目的トイ
レと女性用トイレの 2 室構成で、令
和9年2月中旬までの工期で行う。

【岡本】室内の呼び出しボタ
ンは、どこに繋がるのか。
外側のランプが点灯すると

ともに課が管理するタブレット
に情報が来るような仕様。

【 住民環境課 】
ペロブスカイト

太陽電池付きシェルター

答

大阪関西万博会場で使用された
「ペロブスカイト太陽電池付きシェル
ター」について、積水化学工業株式
会社から香川県・小豆島町・土庄
町の３者へ寄贈予定されていた。
本町と小豆島町はシェルターの設

置について検討を進めてきたが、設
置には多額の工事費が必要と判明し
たため、シェルターの設置を断念した。
これにより工事費は不要となったも
のの、昨年度中に県内の県有施設ま
で運搬済みであった一部の設備を積
水化学工業株式会社へ返送する必
要が生じたため、今後、その返送に
伴う負担金が発生する。

ペロブスカイト太陽電池付き
シェルターとは…
薄く軽量なペロブスカイト太陽電

池を搭載し、災害時や日常の電力を
自立して発電・供給できる避難所や
施設。

【宮原】最初の段階で設置費
の説明はなかったのか。
詳細な見積りの提示に時間

を要した結果、判断が遅れる
経緯となった。

【 教育総務課 】
こどもさくら公園整備工事
公園西側部分の駐車場の整備、芝

張り、アーチ階段、照明整備などの
工事が完了し、７月末に竣工となった。

問

問

答

【川本】費用対効果などを考
えると、やむを得ないと思う
が、県と小豆２町に決定した
経緯は。
積水化学工業株式会社から
香川県、小豆島町、土庄町
に寄贈の打診があった。小豆
島が持つ「平和のイメージ」
や「観光拠点」としての認知
度が評価されたものと考える。

問

答

【岡本】両町とも負担額は同
じなのか。
一緒の金額である。

問

答

【宮原】アーチ部分は階段な
のか、ベンチなのか。
イベント時など両方兼用で

きる。

【宮原】上部から見えにくい
ので安全対策を万全に行っ
ていただきたい。

各委員会の
8月26日開催 教育民生常任委員会

意

トイレ設置予定地
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９月定例会の審議結果●賛否の分かれた議案

●全会一致で可決した議案

議　案　等

非核三原則の堅持を求める意見書
（意見書の提出を求めるもの）

否
決 P3 ● ◯ ● ● ● ● ◯ ◯ ◯ ● ● ̶

議
決
結
果

関
連
ペ
ー
ジ

岡
本
真
澄

石
井

　亨

宮
原
隆
昌

森

　英
樹

小
川

　務

井
藤
茂
信

大
野
一
行

鈴
木
美
香

福
本
耕
太

川
本
貴
也

福
本
達
雄

濵
野
良
一

◯：賛成　 ●：反対　 棄：棄権　 ／：除斥　 －：議長（議長は採決に加わりません）

◯令和８年度補正予算
一般会計補正予算（第3号）

（7,322万7千円を追加し、総額を102億7,679万4千円とする）
可
決

◯令和７年度決算の認定
令和7年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算並びに公営企業会計決算の認定

（監査委員の意見を付けて議会の認定に付するもの）
継続
審査

◯条例関連（新規制定・一部改正）
印鑑条例の一部を改正する条例

（出入国管理及び難民認定法等の一部改正に伴い、改正するもの）
自家用自動車有償運送に関する条例の一部を改正する条例

（町営バス（四海線）の１日券の運賃改定に伴い、改正するもの）
可
決

可
決

子どもに対する医療費助成条例の一部を改正する条例
（医療法等の一部改正に伴い、改正するもの）

景観条例の一部を改正する条例
（都市再生特別措置法等の一部改正に伴い、改正するもの）

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

農業委員会の委員の任命
（欠員が生じたため、新たに任命　兒島清高氏）

人権擁護委員候補者の推薦
（任期満了に伴い、引き続き、河野宏宜氏）

適
任

同
意

人権擁護委員候補者の推薦
（任期満了に伴い、三木義雄氏）

人権擁護委員候補者の推薦
（任期満了に伴い、港育広氏）

適
任

適
任

決算特別委員会の設置
（町の財政構造、行政効果の達成状況等を専門的に審査するもの）

決算特別委員会委員の選任
（委員6名を選任）

選
任

可
決

加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度創設を求める意見書
（意見書の提出を求めるもの）

可
決

可
決

小豆地区広域行政事務組合規約の一部変更
（規約の一部を変更する）

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
（法律の一部改正に伴い、改正するもの）

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
（学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性暴力等の防止等のための措置に関する法律の一部改正に伴い、改正するもの）

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
（児童福祉法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴うこども家庭庁関係内閣府令の整備等の施行に伴い、改正するもの）

ひとり親家庭等医療費支給に関する条例の一部を改正する条例
（医療法等の一部改正に伴い、改正するもの）

重度心身障害者等医療費支給に関する条例の一部を改正する条例
（医療法等の一部改正に伴い、改正するもの）

可
決

可
決

可
決

単独県費補助土地改良事業分担金等徴収条例
（単独県費補助土地改良事業に関する分担金及び特別徴収金の基準を定めるため、本条例を制定するもの）

◯人事

◯議員発議

◯契約
工事請負契約の締結

（渕崎都市下水路事業 大谷ポンプ場幹線整備工事（第７工区）　契約者：有限会社東口組、契約金：7,315万円）

工事請負契約の締結
（行者原住宅建替事業 Ｃ棟造成等整備工事　契約者：有限会社上島建設、契約金：7,040万円）

９月定例会

介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
（7,788万4千円を追加し、総額を20億7,603万2千円とする）

可
決

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　
一般
会
計
、各
特
別
会
計
の

令
和
７
年
度
決
算
が
ま
と
ま

り
、監
査
委
員
の
意
見
を
添
え

て
提
出
さ
れ
た
。決
算
認
定
に

つ
い
て
は
、決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、閉
会
中
に
継
続
審

査
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

委
員
長
　
小
川
　
　
務

副
委
員
長
　
福
本
　
耕
太

委
　
　
員
　
大
野
　
一
行

　
　
　
　
　
鈴
木
　
美
香

　
　
　
　
　
福
本
　
達
雄

　
　
　
　
　
宮
原
　
隆
昌

※

決
算
特
別
委
員
会
と
は

　
各
会
計
が
適
切
か
つ
効
果

的
に
財
政
執
行
さ
れ
た
か
ど

う
か
を
チ
ェッ
ク
す
る
と
と
も

に
、町
議
会
の
意
見
を
今
後
の

町
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
閉
会
中
に
継
続
審
査
を
行

い
12
月
定
例
会
で
審
査
報
告

を
行
う
。
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◆災害対策 
◆子ども食堂
〇観光行政

大野　一行　・・・　P8
おおの かずゆき

◆部活動の地域展開

岡本　真澄　・・・　P9
おかもと ますみ

◆テレビ難視聴地域における情報格差の解消と今後の対応

森　　英樹　・・・　P10
もり ひでき

◆外国人材の受け入れ体制

小川　　務　・・・　P12
おがわ つとむ

◆大雨・高潮等による浸水被害に備えた土のう袋の事前配布

宮原　隆昌　・・・　P11
みやはら たかまさ

◆土庄町の一般廃棄物削減の方向性

石井　　亨　・・・　P14
いしい とおる

◆インスタントハウスを町として保有すべきだ 
◆「女子トイレ増設」の考えに基づくトイレ設置計画の推進を
〇町民のくらしを支える町政に転換すべきだ
〇憲法99条の持つ意味を町長・幹部職員をはじめ全職員に徹底すべきだ

福本　耕太　・・・　P15
ふくもと こうた

◆衛生用品を役場、公民館などの公共施設に設置を
◆公契約条例を
〇避難所運営

鈴木　美香　・・・　P13
すずき みか

一
般
質
問

議
員
１
人
に
つ
き
３
つ
以
上
の
質
問
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
２
つ
（
◆
マ
ー
ク
の
も
の
）
の
内
容
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
利
用
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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美味しい食事を提供

地域で取り組む防災訓練（給水作業）

　一
時
避
難
所
と
し
て
、

公
民
館
等
が
準
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
避
難
時
の
食
糧

に
つ
い
て
、
詳
細
を
問
う
。

　小
規
模
火
災
等
の
被
害

者
の
住
居
の
対
策
に
つ
い

て
問
う
。

　諸
物
価
の
高
騰
の
折
、

支
援
額
を
増
や
す
必
要
が

あ
る
か
と
思
う
が
、
行
政

の
考
え
は
。

　子
ど
も
食
堂
は
、
数
多

く
の
本
町
の
子
ど
も
た
ち

の
支
援
を
し
て
い
る
。
担

当
課
長
と
し
て
、
子
ど
も

食
堂
を
ど
う
捉
え
ら
れ
て

い
る
の
か
。

　
災
害
発
生
直
後
の
命
と

健
康
を
守
る
上
で
極
め
て

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
県
の
備
蓄

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

各
避
難
所
に
お
け
る
食
料

や
飲
料
水
の
備
蓄
を
進
め

て
い
る
。
各
家
庭
内
備
蓄

と
し
て
、
町
民
の
皆
様
に

は
最
低
三
日
分
、
可
能
で

あ
れ
ば
、
一
週
間
分
の
食

料
と
飲
料
水
の
確
保
を
お

願
い
し
て
い
る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
は

じ
め
と
す
る
大
規
模
災
時

に
お
い
て
は
、
避
難
が
長

期
に
及
ぶ
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。
今
後
の
対
応
と
し

て
は
、
食
料
や
水
だ
け
で

は
な
く
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
簡

易
ト
イ
レ
な
ど
、
避
難
所

の
質
を
向
上
さ
せ
る
資
機

材
等
の
備
蓄
を
計
画
的
に

進
め
る
ほ
か
、
物
資
が
途

絶
え
な
い
仕
組
み
の
構
築

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
。

　
火
災
や
倒
壊
な
ど
に
よ

り
住
居
を
失
う
方
が
出
て

く
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

ま
ず
は
、
公
営
住
宅
の
空

き
室
を
活
用
で
き
る
よ
う

調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
国
の
重
点
支
援
地
方
交

付
金
等
の
積
極
的
な
活
用

を
含
め
、
子
ど
も
食
堂
の

持
続
可
能
か
つ
安
定
的
な

運
営
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
子
ど
も
食
堂
は
、
食
事

の
提
供
だ
け
で
な
く
、
安

心
で
き
る
居
場
所
や
交
流

機
会
の
提
供
、
虐
待
や
ネ

グ
レ
ク
ト
等
の
課
題
を
抱

え
る
子
ど
も
の
発
見
と
、

相
談
窓
口
へ
の
橋
渡
し
と

い
っ
た
多
面
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
食
育
の
観
点
か
ら

も
、
子
ど
も
た
ち
が
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
通
じ
て
、
食
へ
の
関
心

を
高
め
、
健
全
な
食
生
活

を
身
に
つ
け
る
場
と
し
て

も
重
要
な
意
義
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

大野一行 議員
おお の かず ゆき

災害対策

問

問

問問

答

総
務
課
長

答

建
設
課
長

一　般　質　問

子
ど
も
食
堂

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長
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小豆島２校の合同チームで県大会へ日々の鍛錬

　少
子
化
で
チ
ー
ム
数
が

減
少
し
、
島
外
遠
征
費
の

増
加
に
伴
う
保
護
者
の
金

銭
的
負
担
増
や
体
験
機
会

の
格
差
を
防
ぐ
た
め
、
練

習
試
合
へ
の
新
た
な
公
的

支
援
や
地
域
ク
ラ
ブ
の
認

定
制
度
を
進
め
ら
れ
な
い

か
。

　保
護
者
の
負
担
軽
減
及

び
安
全
な
移
動
の
確
保
に

向
け
た
町
有
バ
ス
の
有
効

活
用
と
練
習
や
試
合
時
に

お
け
る
送
迎
バ
ス
の
確
保

と
安
全
対
策
は
。

　指
導
者
の
確
保
状
況
と

研
修
、
相
談
体
制
、
将
来

的
な
資
格
取
得
支
援
を
含

む
伴
走
体
制
は
ど
う
か
。

ま
た
、
希
望
す
る
教
員
の

兼
職
兼
業
に
繋
が
る
制
度

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
持
続
可
能
な
形
を

求
め
る
。

　
島
し
ょ
部
の
負
担
を
踏

ま
え
、
こ
れ
ま
で
大
会
等

に
補
助
を
し
て
き
た
。
練

習
試
合
は
、
公
平
性
を
考

え
、
現
在
、
補
助
し
て
い

な
い
が
今
後
ど
う
い
う
支

援
が
で
き
る
か
考
え
た
い
。

一　般　質　問

部活動の地域展開

問

問

問

岡本真澄 議員
おかもと ますみ 答

教
育
総
務
課
長

　
子
ど
も
た
ち
が
成
果
を

上
げ
て
き
た
経
験
や
や
り

が
い
は
、
生
き
が
い
や
進

路
の
選
択
に
繋
が
る
。

　
経
済
的
な
面
が
ハ
ン
デ

に
な
ら
な
い
よ
う
練
習
試

合
も
支
援
が
で
き
な
い
か

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

様
々
な
課
題
は
あ
る
が
関

係
者
の
声
を
聞
き
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

答

教
育
長

　
安
全
確
保
や
負
担
軽
減

も
大
変
重
要
で
あ
る
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
等
の
可

能
性
を
検
討
し
、
関
係
者

の
声
を
聞
き
な
が
ら
進
め

る
。 答

教
育
長

　
子
ど
も
た
ち
の
希
望
が

叶
え
ら
れ
る
よ
う
、
部
活

動
地
域
展
開
は
重
要
で
、

課
題
と
し
て
、①
部
活
動
指

導
員
の
増
員
。②
国
・
県
の

補
助
制
度
を
活
用
し
た
経

済
支
援
。③
小
豆
島
町
を
中

心
に
他
の
市
町
と
協
力
し
、

合
同
チ
ー
ム
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

　
ま
た
、
意
欲
や
指
導
力

の
高
い
先
生
の
力
を
生
か

す
兼
職
兼
業
の
組
織
づ
く

り
が
重
要
と
考
え
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
良
さ
を

生
か
せ
る
取
り
組
み
、
指

導
体
制
を
関
係
者
や
保
護

者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
進

め
た
い
。

答

教
育
長

　
現
在
８
競
技
、
15
運
動

部
、
１
文
化
部
で
19
名
が

指
導
者
の
登
録
を
し
て
い

る
が
現
状
は
ま
だ
不
足
し

て
い
る
。
ま
た
、
増
員
の

呼
び
か
け
や
研
修
で
育
成

支
援
を
実
施
し
資
質
能
力

を
高
め
た
い
。
教
員
の
兼

職
兼
業
に
向
け
た
制
度
づ

く
り
に
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
取
り
組
む
。

答
教
育
総
務
課
長

　
合
同
練
習
は
、
両
町
で

協
議
し
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等

の
運
行
も
検
討
す
る
。

　
島
外
試
合
等
は
、
公
共

交
通
機
関
か
校
長
の
承
認

を
得
て
営
業
自
動
車
を
借

り
上
げ
、
引
率
教
員
の
同

乗
等
で
安
全
管
理
を
徹
底

し
て
い
る
。

答
教
育
総
務
課
長

意
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３
年
前
の
質
問
以
降
、

テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
や
共

同
受
信
施
設
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
き
た
の
か
。
ま
た
、

現
在
の
状
況
は
。

　
将
来
、
地
域
だ
け
で
共

同
受
信
施
設
を
維
持
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
場

合
、
町
と
地
域
が
一
緒
に

な
っ
て
今
後
の
テ
レ
ビ
視

聴
や
情
報
伝
達
の
方
法
を

考
え
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
、
町
長
の
考
え
は
。

　
テ
レ
ビ
は
、
高
齢
者
に

と
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気

予
報
、
行
政
情
報
、
災
害

情
報
を
得
る
大
切
な
手
段

で
あ
る
。
今
す
ぐ
設
備
更

新
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

将
来
困
ら
な
い
た
め
に
、

町
と
地
域
が
情
報
を
共
有

し
、
今
後
の
テ
レ
ビ
視
聴

環
境
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
災
害
時
に
必
要
な

情
報
が
届
か
な
い
地
域
を

つ
く
ら
な
い
た
め
、
今
後

の
取
り
組
み
を
求
め
た
い
。

　
国
で
は
、
全
国
の
共
聴

組
合
を
対
象
に
施
設
の
現

状
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

全
国
的
に
も
設
備
の
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。
本
町

も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
把
握
し
て
い
る
共
聴

組
合
は
、
８
組
合
で
、
対

象
世
帯
は
、
約
７
０
０
世

帯
で
あ
る
。
加
入
世
帯
数

は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

各
組
合
で
は
修
繕
を
行
い

な
が
ら
施
設
を
維
持
し
て

い
る
が
、
今
後
、
大
規
模

な
改
修
や
更
新
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
の
費
用
負
担

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
国
で
は
、
施
設
の
現
地

調
査
や
計
画
策
定
を
支
援

す
る
制
度
を
設
け
て
お
り
、

町
と
し
て
も
各
組
合
に
制

度
を
案
内
し
、
直
接
受
信

へ
の
切
り
替
え
や
光
回
線

化
な
ど
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
選
択
肢
に
つ
い
て

情
報
提
供
を
行
い
、
地
域

と
一
緒
に
方
向
性
を
検
討

し
て
い
く
。

　
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
の

問
題
は
、
単
な
る
設
備
の

維
持
管
理
に
と
ど
ま
ら
ず
、

住
民
の
日
常
生
活
に
お
け

る
情
報
環
境
を
守
る
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
人
口
減

少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、

地
域
だ
け
で
施
設
を
維
持
・

更
新
す
る
こ
と
に
は
限
界

が
あ
る
。
特
に
テ
レ
ビ
は
、

高
齢
者
に
と
っ
て
生
活
情

報
や
災
害
時
の
重
要
な
情

報
伝
達
手
段
で
あ
り
、
町

と
し
て
も
地
域
任
せ
に
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
と

一
緒
に
な
っ
て
課
題
に
向

き
合
っ
て
い
く
。
ま
た
、

国
に
よ
る
支
援
措
置
の
充

実
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
要
望
し
て
い
く
。

意

共同アンテナとは・・・
山間部や、高層ビルの陰になって電波が遮られるエリア（電波
障害地域）などで使われる。電波を良好に受信できる高い場所
（山の上やビルの屋上）に共同アンテナを建て、そこから周辺の
住宅地へ電柱などを伝ってケーブルで電波を届ける。

森　英樹 議員
もり ひでき

テレビ難視聴地域の
情報格差解消と今後の対応を

問

問

答

総
務
課
長

一　般　質　問

山頂付近に設置されたアンテナ

答

町
長
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潮位が高くなる土庄港

　
本
町
で
も
大
雨
と
高
潮

が
重
な
っ
た
場
合
は
、
道

路
や
住
宅
地
へ
の
浸
水
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

日
頃
か
ら
の
備
え
が
重
要

で
あ
る
。
レ
ベ
ル
３
を
超

え
る
大
雨
が
降
り
始
め
て

か
ら
土
の
う
を
準
備
し
、

住
民
一
人
一
人
の
住
宅
ま

で
届
け
る
に
は
、
時
間
的

に
も
人
員
的
に
も
限
界
が

あ
る
。

　
そ
こ
で
、
災
害
が
発
生

し
て
か
ら
対
応
す
る
の
で

は
な
く
、
平
時
か
ら
町
民

が
み
ず
か
ら
浸
水
対
策
を

行
え
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
災
害
発
生
後
で
は
な
く
、

平
時
か
ら
希
望
す
る
町
民

に
土
の
う
袋
を
一
定
数
配

布
し
、
各
家
庭
で
浸
水
対

策
を
行
え
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
例
え
ば
、
世
帯
10
袋
程

度
を
目
安
と
し
て
配
布
す

る
考
え
は
な
い
か
。
さ
ら

に
地
域
へ
の
備
蓄
に
つ
い

て
自
治
会
、
地
区
公
民
館

等
と
連
携
し
、
土
の
う
袋

と
砂
を
地
域
に
備
蓄
す
る

「
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
な

ど
、
自
分
で
運
搬
・
設
置

す
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯

に
つ
い
て
、
自
治
会
、
消

防
団
等
と
連
携
し
た
支
援

体
制
を
構
築
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
特
に
土
の
う
袋
そ
の
も

の
は
比
較
的
安
価
で
あ
り
、

町
が
大
量
に
備
蓄
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
、
町
が
確
保

す
る
方
法
や
、
自
治
会
や

土
木
業
者
と
連
携
す
る
方

法
が
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
は
、
大
規
模
な
公

共
事
業
と
異
な
り
比
較
的

小
さ
い
費
用
で
、
町
民
が

自
宅
や
財
産
を
守
る
た
め

の
自
助
を
支
援
で
き
る
防

災
対
策
で
あ
る
。
現
在
土

の
う
袋
を
何
袋
備
蓄
し
て

い
る
の
か
。

　
本
町
も
出
水
期
や
台
風

接
近
時
に
お
け
る
水
防
対

策
は
極
め
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
現
在
、
土
の
う

袋
の
備
蓄
状
況
は
、
土
庄

町
消
防
団
水
防
倉
庫
及
び
、

土
庄
町
消
防
団
の
７
分
団

で
、
合
計
で
３
万
４
７
９

０
枚
を
保
有
備
蓄
し
て
い

る
。

　
町
民
に
は
、
台
風
の
接

近
時
な
ど
、
災
害
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
事
態
に
お

い
て
、
要
望
が
あ
っ
た
場

合
に
消
防
本
部
、
各
消
防

団
か
ら
必
要
に
応
じ
て
土

の
う
袋
の
事
前
配
布
を

行
っ
て
い
る
。
地
域
に
密

着
し
た
場
所
に
備
蓄
し
て

お
く
こ
と
で
、
迅
速
か
つ

効
果
的
に
活
用
で
き
る
。

　
高
齢
者
な
ど
、
土
の
う

の
運
搬
・
設
置
が
困
難
な

方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
や
消
防
団
が
協
力

し
、
土
の
う
の
製
作
や
設

置
等
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　
小
豆
島
で
は
、
50
年
前

に
６
日
間
で
年
間
雨
量
を

上
回
る
1
4
0
0
ミ
リ
の

豪
雨
が
降
り
、
島
内
で
死

者
39
名
を
出
し
、
壊
滅
的

な
被
害
が
島
中
に
発
生
し

た
。

　
平
成
16
年
に
は
高
潮
災

害
も
あ
り
、
最
近
で
は
、

整
備
さ
れ
て
い
る
都
市
下

水
の
ポ
ン
プ
場
の
排
水
機

能
の
時
間
50
ミ
リ
を
は
る

か
に
超
え
る
1
0
0
ミ
リ

以
上
の
豪
雨
が
全
国
各
地

で
降
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
希
望
者
に
土

の
う
袋
を
事
前
配
布
し
て

い
る
こ
と
を
、
防
災
無
線

を
通
じ
て
広
く
周
知
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
今
後
は
、
今
ま
で
の
や

り
方
で
は
全
く
間
に
合
わ

な
い
の
で
、
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
モ
デ
ル
地
区
を
設

定
し
て
、
土
の
う
袋
の
事

前
配
布
や
希
望
す
る
各
自

治
会
に
「
土
の
う
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
設
置
を
提
案

す
る
。

一　般　質　問

大雨・高潮等による浸水被害に
備えた土のう袋の事前配布

問

問

答

総
務
課
長

答

総
務
課
長

宮原隆昌 議員
みや　はら たか　まさ

意
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本
町
の
外
国
人
住
民
数
、

主
な
国
籍
、
就
労
状
況
、

生
活
上
の
課
題
を
ど
の
程

度
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
令
和
８
年
８
月
末
現
在
、

23
か
国
1
8
4
人
の
外
国

人
住
民
が
在
住
し
て
い
る
。

就
労
状
況
の
統
計
的
な

デ
ー
タ
は
な
く
、ま
と
ま
っ

た
実
態
調
査
も
実
施
し
て

い
な
い
。
小
豆
島
町
な
ど

と
協
議
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　
令
和
９
年
４
月
か
ら
始

ま
る
育
成
就
労
制
度
に
つ

い
て
、
技
能
実
習
制
度
と

の
違
い
や
準
備
を
十
分
理

解
し
て
い
な
い
町
内
事
業

者
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

情
報
提
供
や
生
活
環
境
、

定
着
支
援
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

　
生
活
上
の
課
題
で
あ
る

公
共
交
通
に
つ
い
て
、
路

線
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
や
、

や
さ
し
い
日
本
語
等
の
活

用
に
試
験
的
に
取
り
組
む

考
え
は
。

　
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
必
要
な
情
報
提

供
を
行
い
、
国
、
県
な
ど

の
専
門
機
関
と
事
業
者
を

つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
。

　
小
豆
島
町
を
拠
点
に
活

動
す
る
一
般
社
団
法
人

L
I
N
G
O
が
外
国
人
住

民
向
け
に
や
さ
し
い
日
本

語
に
よ
る
「
島
暮
ら
し
ガ

イ
ド
」
を
作
成
中
で
あ
る
。

内
容
や
進
捗
を
確
認
し
、

土
庄
町
の
外
国
人
住
民
に

も
活
用
で
き
る
部
分
が
あ

る
か
、
ま
た
協
力
が
可
能

か
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
完
成
後
の
内
容
を
確
認

し
、
連
携
の
可
能
性
を
積

極
的
に
検
討
す
る
。
貴
重

な
ツ
ー
ル
と
し
て
尊
重
し
、

行
政
の
視
点
か
ら
内
容
を

確
認
し
、
や
さ
し
い
日
本

語
に
よ
る
情
報
提
供
も
検

討
す
る
。

　
外
国
人
住
民
が
防
災
訓

練
へ
参
加
し
や
す
い
環
境

を
整
え
、
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
を
進
め
る
。
消

防
団
を
含
め
、
地
域
防
災

の
担
い
手
と
し
て
参
加
で

き
る
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
研
究
す
る
。

　
受
け
入
れ
事
業
者
、
関

係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

試
験
的
な
開
催
に
向
け
検

討
す
る
。
や
さ
し
い
日
本

語
や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に
よ

る
表
示
に
つ
い
て
も
取
組

を
進
め
る
。

　
公
共
交
通
、
防
災
、
行

政
情
報
、
地
域
住
民
と
の

交
流
な
ど
、
生
活
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
具
体
的
な

施
策
を
検
討
す
る
。

　
私
は
、
外
国
人
材
を
必

要
以
上
に
増
や
し
て
い
く

こ
と
は
望
ん
で
い
な
い
。

必
要
な
人
材
を
適
正
に
受

け
入
れ
な
が
ら
、
地
域
住

民
と
外
国
人
住
民
が
と
も

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
小

豆
島
・
豊
島
を
目
指
す
こ

と
を
要
望
す
る
。

　
外
国
人
住
民
も
地
域
住

民
と
と
も
に
防
災
訓
練
に

参
加
で
き
る
取
組
を
進
め

て
は
ど
う
か
。
全
国
で
は

外
国
籍
住
民
へ
の
通
訳
な

ど
地
域
防
災
の
担
い
手
と

し
て
参
加
す
る
事
例
も
あ

る
。
本
町
で
も
そ
の
可
能

性
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町内の外国籍人口
年度

（4/1 時点） 総人数 １位
国　名 人数 国　名 人数 国　名 人数

R４ 82 27フィリピン 中国 韓国
フィリピン 中国 インドネシア・ベトナム
フィリピン インドネシア 中国
インドネシア フィリピン ベトナム・中国
インドネシア フィリピン 中国

14 10
26 14 13
38 24 17
39 28 14
44 41 14

89
121
143
164

R５
R６
R７
R８

２位 ３位

外国人材の受け入れ体制

問答

総
務
課
長

問問 答
商
工
観
光
課
長

問

問

答

総
務
課
長

答

総
務
課
長

答
企
画
財
政
課
長

答

総
務
課
長

一　般　質　問

意

小川　務 議員
おがわ つとむ
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防災の備蓄品として生理用品等を保管

　生
理
用
品
は
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
や
ハ
ン
ド

ソ
ー
プ
と
同
じ
衛
生
用
品

で
あ
り
必
須
の
も
の
。
コ

ロ
ナ
時
生
理
の
貧
困
問
題

が
あ
っ
た
。
女
性
の
賃
金

は
対
男
性
と
す
る
と
約
77

パ
ー
セ
ン
ト
で
相
対
的
に

低
い
中
生
涯
で
約
50
万
円

程
度
の
負
担
が
あ
る
。
物

価
高
騰
で
生
活
に
影
響
も

あ
る
。
福
祉
の
観
点
か
ら

も
生
理
用
品
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。

　地
方
は
都
会
と
比
べ
、

か
な
り
賃
金
が
低
い
。
非

正
規
も
多
い
た
め
賃
金
が

あ
が
り
に
く
い
。
若
者
流

出
、
U
タ
ー
ン
が
難
し
い

の
も
労
働
条
件
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
。
島
の
労
働
条
件
を

よ
く
す
る
た
め
に
行
政
の

努
力
も
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
、
公
契
約
条
例
を

取
り
入
れ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

　男
子
ト
イ
レ
に
尿
パ
ッ

ド
な
ど
を
廃
棄
す
る
汚
物

入
れ
は
設
置
し
て
い
る
か
。

　
公
共
施
設
の
設
置
に
つ

い
て
は
急
な
必
要
性
の
対

応
や
女
性
の
社
会
活
動
推

進
の
観
点
か
ら
意
味
が
あ

る
。
ま
ず
は
公
民
館
、
図

書
館
で
の
設
置
に
向
け
準

備
を
進
め
る
。
常
時
設
置

は
、
衛
生
上
、
管
理
上
好

ま
し
く
な
い
た
め
、
事
務

室
等
に
備
え
付
け
、
申
し

出
に
よ
り
提
供
す
る
。

　
役
場
庁
舎
、
や
す
ら
ぎ

プ
ラ
ザ
で
生
理
用
品
を
提

供
で
き
る
よ
う
整
え
て
い

き
た
い
。

　
現
在
設
置
し
て
い
な
い

が
、
公
民
館
、
図
書
館
で

の
設
置
準
備
し
て
い
く
。

　
役
場
庁
舎
、
や
す
ら
ぎ

プ
ラ
ザ
で
準
備
し
て
い
く
。

　
公
共
事
業
に
従
事
す
る

人
の
適
正
な
賃
金
、
労
働

条
件
の
確
保
、
そ
し
て
地

域
経
済
の
持
続
的
な
発
展

と
い
う
公
契
約
条
例
が
目

指
す
理
念
は
、
そ
の
重
要

性
を
深
く
認
識
し
共
感
す

る
。

　
本
町
で
は
、
公
共
工
事

の
品
質
確
保
の
促
進
に
関

す
る
法
律
、
品
確
法
の
趣

旨
に
基
づ
き
、
適
正
な
予

定
価
格
の
設
定
に
努
め
て

い
る
。
低
価
格
競
争
に
よ

る
品
質
低
下
や
賃
金
原
資

の
圧
迫
を
防
ぐ
た
め
、
最

低
制
限
価
格
制
度
を
導
入

し
て
い
る
。
建
設
業
の
担

い
手
確
保
と
働
き
方
改
革

推
進
の
た
め
、
昨
年
度
か

ら
段
階
的
に
週
休
２
日
制

工
事
を
取
り
入
れ
、
就
業

者
の
休
日
確
保
を
支
援
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
施
策
で

事
業
者
の
賃
金
原
資
の
確

保
や
労
働
者
の
処
遇
改
善

を
支
援
し
、
入
札
参
加
資

格
審
査
で
は
労
働
基
準
法

な
ど
労
働
関
連
法
令
の
遵

守
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

　
公
契
約
条
例
制
定
の
課

題
は
、
事
務
負
担
の
増
大
、

公
共
事
業
費
の
高
騰
に
も

繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

当
面
は
現
行
制
度
の
適
切

な
運
用
の
中
で
、
公
共
事

業
に
従
事
さ
れ
る
皆
様
の

労
働
環
境
の
向
上
と
地
域

経
済
の
持
続
的
な
発
展
を

図
っ
て
い
き
な
が
ら
、
今

後
も
、
国
の
動
向
や
他
自

治
体
の
先
行
事
例
、
経
済

情
勢
の
変
化
な
ど
を
注
視

し
て
い
く
。

一　般　質　問

衛生用品を役場、公民館　
　などの公共施設に配置を

問

問

問

答
生
涯
学
習
課
長

答

総
務
課
長

答
生
涯
学
習
課
長

答

総
務
課
長

答

会
計
課
長

鈴木美香 議員
す ず き み 　 か

公
契
約
条
例
を

とのしょうとのしょう議会だより議会だより
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町
が
廃
棄
物
処
理
計
画

を
立
て
、
そ
の
上
で
、
小

豆
二
町
で
取
組
ん
だ
方
が

合
理
的
な
も
の
は
、
広
域

で
取
組
む
と
い
う
理
解
で

よ
い
か
。

　
1
人
当
た
り
排
出
量
が
、

1.4
〜
1.5
倍
と
い
う
の
は
、

来
訪
者
が
増
え
る
と
行
政

コ
ス
ト
が
上
が
る
典
型
例
。

独
自
財
源
、
入
島
税
の
研

究
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
基
本
的
に
は
先
ず
、
本

町
で
ど
う
す
る
か
、
相
談

す
る
の
は
、
広
域
や
小
豆

島
町
で
は
な
く
町
民
だ
。

ま
ず
町
内
で
、「
本
気
や
り

ま
せ
ん
か
」
と
い
う
議
論

を
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

次
の
議
会
で
改
め
て
続
き

を
質
問
す
る
。

　
総
量
は
増
え
て
い
る
、

資
源
化
率
は
。

　
県
内
で
は
、
直
島
町
、

小
豆
島
町
、
土
庄
町
、
琴

平
町
が
突
出
し
て
１
人
当

た
り
の
ゴ
ミ
排
出
量
が
多

い
。
こ
れ
は
観
光
の
影
響

と
み
て
よ
い
か
。

　
発
火
の
危
険
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　
2
0
1
7
年
計
画
で

2
0
2
2
年
時
点
の
ゴ
ミ

の
（
総
）
排
出
量
が
10
％

余
削
減
さ
れ
た
が
、
こ
の

間
、
人
口
が
お
よ
そ
10
％

減
少
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
の
行
動
抑
制
が
あ
っ
た

た
め
で
目
標
達
成
の
評
価

は
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
生
ご
み
、
草
木
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
紙
の
分
別
を

進
め
れ
ば
可
燃
ご
み
の

70
％
程
度
は
資
源
化
で
き

る
は
ず
。
さ
ら
な
る
分
別

方
針
は
。

　
2
0
2
3
年
の
質
問
時

に
は
、
2
0
1
7
年
策
定

計
画
で
、
2
0
3
1
年
削

減
目
標
10
％
に
対
し
て
、

年
間
排
出
量
６
７
０
０
ト

ン
が
５
９
３
１
ト
ン
に

減
っ
た
の
で
既
に
達
成
し

て
い
る
と
い
う
回
答
だ
っ

た
が
、
現
在
の
排
出
量
は
。

　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

　
2
0
2
5
年
実
績
で
６

０
３
８
ト
ン
、
う
ち
可
燃

物
が
４
４
２
２
ト
ン
で

73
％
で
あ
る
。

　
厨
芥
（
生
ご
み
）、
紙
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
徹

底
は
、
大
幅
な
ゴ
ミ
減
量

と
資
源
化
に
つ
な
が
る
。

　
生
ご
み
乾
燥
機
、
コ
ン

ポ
ス
ト
の
補
助
、
啓
発
を

維
持
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
検
討
を
進
め
て

い
る
。

　
香
川
県
の
実
証
事
件
に

参
加
す
る
な
ど
、
処
分
方

法
の
検
討
、
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　
小
豆
島
町
と
合
同
で
次

期
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

検
討
を
し
て
お
り
、
ト
ン

ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
も

検
討
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、

諸
問
題
等
も
あ
り
難
し
い
。

　
2
0
2
5
年
で
約
21
％

で
あ
る
。

　
観
光
客
等
流
動
人
口
が

多
い
こ
と
が
排
出
量
を
押

し
上
げ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

　
徳
島
県
上
勝
町
で
は
資

源
化
率
80
％
、
鹿
児
島
県

大
崎
町
は
80
か
ら
84
％
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
も
80
％

以
上
、
こ
れ
ら
は
、
や
れ

ば
で
き
る
と
い
う
事
を
証

明
し
て
見
せ
て
い
る
。

　
現
在
広
域
の
焼
却
炉
・

中
間
処
理
の
問
題
が
見
え

て
き
て
い
る
。
本
町
で
は
、

手
分
別
に
よ
り
資
源
化
率

21
％
、
な
ら
ば
小
豆
島
町

（
6.8
％
）
も
や
れ
ば
い
い
で

は
な
い
か
と
い
う
可
能
性

も
含
め
て
、
本
町
が
ど
う

す
る
か
、
2
0
3
1
年
を

待
た
ず
に
、
議
論
す
べ
き

で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

一般廃棄物削減の方向性

問

問問

問問

問

問 答
住
民
環
境
課
長

答
住
民
環
境
課
長

答
住
民
環
境
課
長

答
住
民
環
境
課
長

答
住
民
環
境
課
長

答
住
民
環
境
課
長

答
住
民
環
境
課
長

一　般　質　問

意

意

石井　亨 議員
いしい とおる
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災
害
で
住
居
を
失
っ
た

住
民
の
緊
急
避
難
や
一
時

的
な
生
活
の
場
を
確
保
す

る
上
で
重
要
に
な
る
の
が
、

①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

②
夏
の
熱
中
症
、
冬
の
寒

さ
対
策
の
エ
ア
コ
ン
完
備

で
あ
る
。
今
夏
の
熊
本
地

震
で
は
、未
だ
に「
車
中
泊
」

や
体
育
館
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
人
が
続
出
し
た
。

車
中
泊
で
は
命
を
落
す
人

も
あ
り
、
体
育
館
生
活
は
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
テ
ン

ト
で
仕
切
っ
た
だ
け
の
空

間
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
が
で
き
な
い
実
態
も
報

道
さ
れ
た
。

　
一
方
、
能
登
半
島
地
震

か
ら
既
に
、
実
践
で
使
わ

れ
て
い
る
「
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ハ
ウ
ス
」
は
こ
の
２
つ

の
問
題
を
解
消
で
き
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。
安

価
な
上
、
数
時
間
で
複
数

設
置
が
可
能
、
常
備
し
て

お
け
ば
、
災
害
時
に
対
策

が
遅
れ
る
心
配
が
な
い
。

本
町
で
早
急
に
導
入
す
べ

き
だ
。

　
2
0
1
6
年
に
国
土
交

通
省
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
駅
や
空
港
、
大

規
模
商
業
施
設
の
ト
イ
レ

で
、
４
割
以
上
の
女
性
が

「
行
列
に
並
ば
な
い
と
い
け

な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

政
府
は
、
女
子
ト
イ
レ
の

数
を
男
性
よ
り
も
多
く
す

る
と
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　
本
町
で
も
今
後
、
ト
イ

レ
の
新
改
築
の
際
に
は
、

女
子
便
器
を
増
や
す
べ
き

だ
。
町
が
新
改
築
を
必
要

と
し
て
い
る
例
と
し
て
、

豊
島
唐
櫃
港
の
ト
イ
レ
が

あ
る
が
、
現
在
、
女
子
ト

イ
レ
は
便
器
が
１
つ
し
か

な
い
。
地
元
の
方
か
ら
も

「
行
列
が
で
き
て
い
る
」
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
新
改

築
を
す
る
際
に
は
、
女
子

ト
イ
レ
の
増
設
を
前
提
に

す
べ
き
だ
。

　
本
年
６
月
に
国
土
交
通

省
よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

公
表
さ
れ
、
ト
イ
レ
の
行

列
問
題
の
改
善
に
向
け
た

対
応
方
針
が
示
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
男
女
の
待

ち
時
間
が
平
等
に
な
る
よ

う
女
性
便
器
数
が
、
男
性

便
器
数
、
大
便
器
と
小
便

器
の
合
計
以
上
に
な
る
基

準
と
な
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
も
改
築
改
修
の
際
に

は
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
や
女
性
の
利
用
状
況
を

考
慮
し
計
画
す
る
。

　
唐
櫃
港
待
合
所
の
ト
イ

レ
は
、
建
設
か
ら
20
年
以

上
経
過
し
老
朽
化
し
て
い

る
。
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

以
降
、
観
光
客
数
が
増
加

し
、
ト
イ
レ
に
行
列
が
生

じ
て
い
る
。
今
後
、
更
新

等
を
行
う
際
に
は
、
ト
イ

レ
の
利
用
実
態
と
男
女
共

同
参
画
の
視
点
を
取
り
入

れ
、
便
器
設
置
数
を
検
討

し
た
い
。

　
提
案
の
「
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ハ
ウ
ス
」
は
先
般
、
町

に
も
取
扱
企
業
か
ら
話
が

あ
っ
た
。
そ
の
有
効
性
を

検
証
し
、
導
入
の
可
否
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

インスタントハウス・・・
テント生地の膜素材を空気で膨らませ、その内側か
ら硬質ウレタンフォーム（断熱材）を吹き付けて固
めるドーム型の簡易建築物・シェルター。東日本大
震災での被災地支援をきっかけに、名古屋工業大学
の北川啓介教授が研究・開発しました。

一　般　質　問

インスタントハウスを
町として保有すべき

問

答

総
務
課
長

福本耕太 議員
ふくもと こうた

問 女
子
ト
イ
レ
増
設
の
推
進
を

答

総
務
課
長

答
農
林
水
産
課
長
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議会を傍聴
してみませんか？

次回定例会は
12月初旬の予定です。
場所：土庄町役場４階  議場

詳しくは議会事務局へ
☎(0879)62-7011

日程等は町ホームページで
11月下旬頃にお知らせします。

◇表紙について
　表紙の風景はエン
ジェルロード入り口の
弁天島「約束の丘展望
台」から撮影されたも
のです。この場所は昭
和38年に土庄漁業協同
組合が、網干場用地と
して埋立着工しました
が、その後、観光施設
宅地用地に用途変更し
て昭和41年に１万158
平方メートルを竣工
し、小豆島国際ホテル
に譲渡されました。今
は年間30万人以上の観
光客が訪れる観光ス
ポットです。
　左の写真は昭和10年
頃に大相撲が現在の土
庄町役場横のグランド
辺りで開催された時の
ものです。２枚の貴重
な写真は保土喜崎の西
口鈴代さんから提供し
ていただきました。

　傍聴席での傍聴のほか、ロ
ビーでモニターによる傍聴、
後日配信される録画を視聴す
ることができます。
　YouTube「土庄町議会」で
検索を。

議
会
の
動
き小

豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

小
豆
郡
町
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

９
月
定
例
会
本
会
議

小
豆
島
中
央
病
院
企
業
団
議
会
定
例
会

小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

決
算
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

公
共
用
施
設
跡
地
等
利
活
用
検
討
特
別
委
員
会

９
月
定
例
会
本
会
議

総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

28
日

30
日

17
日

6
日

6
日

7
日

20
日

27
日

小
豆
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

31
日

３
日

10
日

25
日

28
日

５
日

（
令
和
８
年
7
月
22
日
〜
令
和
８
年
10
月
21
日
）

9月 7月8月10月

総
務
建
設
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

26
日

※AI を使用してカラー化

　太
鼓
の
賑
わ
い
も
去
り
、
朝

晩
の
冷
え
込
み
で
日
増
し
に
冬

の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　今
回
の
９
月
補
正
予
算
で

は
、
相
次
い
だ
台
風
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
道
路
や
農
林
水
産

業
、
公
共
施
設
等
で
被
害
が
確

認
さ
れ
、
そ
の
早
期
復
旧
に
向

け
た
費
用
が
中
心
と
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
痛
手
を
目
の
当

た
り
に
し
、
自
然
災
害
へ
の
備

え
の
難
し
さ
や
、
地
域
の
暮
ら

し
を
支
え
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
管
理
の
大
切
さ
を
改
め
て

痛
感
し
て
い
ま
す
。

　今
年
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
と

な
り
ま
し
た
。
何
か
と
忙
し
く

な
る
時
期
で
す
が
、
季
節
の
変

わ
り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
い

た
め
、
お
身
体
に
お
気
を
つ
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

《
岡
本
真
澄
　記
》

議
会
広
報
特
別
委
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委
員
長

宮
原
　隆
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委
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石
井
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委
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濵
野
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一

委

　員

大
野
　一
行

委

　員

井
藤
　茂
信

委

　員

小
川
　
　務

委

　員

岡
本
　真
澄

《
編
集
後
記
》


